
は じ め に

　県では、平成18年以降「公共施設等における県産材利用推進方針」を定め、公共建築物への
県産材利用の拡大に努めています。
　平成22年に「公共建築物等木材利用促進法」が施行されたことを受け、公共建築物の施主や
設計者が木造化に取り組みやすいよう、平成23年度に『大規模木造公共施設の建築にかかる低
コストマニュアル・事例集』を作成しました。
　公共建築物の木造化・木質化の補助支援を実施していますが、平成29年度から民間の非住宅
建築物に対しても補助支援を拡充し、これまでに233施設の補助をしてきました。
　あわせて、県産材を用いた新工法・新製品開発の支援や、非住宅建築物の設計に詳しい建築士
「岐阜県木造建築マイスター」の認定など人材育成にも取り組んでいます。
　こうした取り組みにより、教育、福祉施設などを中心に木造化・木質化が進みつつあります
が、岐阜県の新築の非住宅建築物における木造化率は、棟数ベースで約3割、床面積ベースで約
１割程度とまだまだ低位な状況です。

　近年の建築基準法においては、木造建築物に係る基準の見直しや制限の合理化が行われていま
す。平成25年の改正においては3階建ての学校等に係る防耐火規制が緩和され、平成30年の改
正においては準耐火構造と安全上の措置を講じることで木材を現しとできるようになるなど、設
計の自由度が高まりました。

　令和３年10月に施行された改正木材利用促進法では、法律の名称が「脱炭素社会の実現に資
する等のための建築物等における木材の利用の促進に関する法律」に変更され、木造化を促進す
る対象が、これまでの公共建築物から、民間施設を含めた建築物一般に拡大されました。
　新たな施策として、民間事業者と連携して木材利用を促進する建築物木材利用促進協定制度が
創設されるなど、非住宅建築物の木造化・木質化を一層推進していくこととしています。

　これらの動きを受けて、県では、令和４年度から始まる第４期岐阜県森林づくり基本計画で、
「都市の木造化と脱炭素社会の実現」を施策の柱の一つとしています。
　具体的な推進策として、県民や企業等へ木材利用に関する理解の醸成を図るため、「木材利用
推進条例」の制定、非住宅建築相談センターの設置、木造建築のポータルサイトの開設、木造建
築マイスター等の人材育成を行っていくことを計画しています。

　脱炭素社会の実現など社会的な要請を踏まえ、建築基準法の改正内容を盛り込み、建築物一般
の木造化の一層の促進と木造化に必要な人材育成のツールとして、新たに『非住宅施設の木造化
にかかる低コストマニュアル・事例集』を作成しました。
　作成にあたっては、県内外の施主や設計者、木材流通業者等にヒアリングを実施し、実務者の
意見を取り込みました。コスト比較や事例紹介については公共建築物に加え民間施設についても
紹介し、この10年間で改正のあった建築物の防耐火などに関する法令について反映しています。
　
　本書の利用により、岐阜県産材を活用した非住宅建築物の増加や、品質・性能の向上、低コス
ト化が進展し、都市の木造化と脱炭素社会の実現につながれば幸いです。
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ここまでできる木造化

V 字丸太柱と大断面集成材の大空間
morinos（モリノス）　　■ 主要用途　教育施設　　■ 所在地　美濃市曽代

事業体　／岐阜県・岐阜県立森林文化アカデミー／設計者　意匠原案：隈研吾　基本・実施
設計：岐阜県立森林文化アカデミー木造建築スタジオ・株式会社三宅設計／施工者　澤崎建
設株式会社／主要構造・階数／木造（軸組工法）平屋建／延床面積　129.04㎡／使用木材
量　94m3 ／主な使用樹種　スギ・ヒノキ／工法的特徴　V 字丸太柱と大断面集成材、CLT
水平構面を考慮した許容耐力設計／竣工年　令和 2 年

© Photography by 千葉 顕弥
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木の魅力を五感で体験
ぎふ木遊館　　■ 主要用途　展示場　　■ 所在地　岐阜市学園町

事業主体　岐阜県／設計者　株式会社デザインボックス／構造設計者　株式会社木構堂／施
工者　内藤・八創特定建設工事共同企業体／主要構造・階数　木造（軸組構法）・平屋建／
延床面積　836㎡／耐火等の要件　準耐火建築物／木材使用量　220m3／主な使用樹種　カ
ラマツ・ヒノキ・スギ・クリ・ナラ／工法的特徴　格子状に組んだ透かし梁・一部、耐力面
材としてCLT 使用／竣工年　令和 2年
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ここまでできる木造化

地域に開かれた交流の場
阿木交流センター　　■ 主要用途　地区公民館・事務所・診療所　　■ 所在地　中津川市阿木地内

建築主／中津川市　設計／ SAN 設計室　構造／株式会社ｉ - 木構　施工／株式会社 田口建
設　主要構造・階数／木造 一部 WRC 造・地上 1 階・地下 1 階　延床面積／ 993.48㎡　最高
高さ／ 8.06 ｍ　活用した補助事業／県産材需要拡大施設等整備事業／木材使用量　217.44
m3　主な使用樹種／ヒノキ　工法的特徴／在来工法／竣工年　令和 2 年
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本書の位置づけ

■ 社会情勢の変化
　この10年で全国の木造化率は上昇傾向ですが、岐阜県内の公共建築物全体の木造化率はほぼ横
ばい状態です。しかし、社会的に SDGsや ESG投資への関心が高まりつつあり、今後の脱炭素社
会の実現に向け、木材利用の対象は公共建築物に限らず、民間建築物にも広げ、より一層の木造化
を進める必要があります。また、近年、多くの木造建物が建設され、中大規模木造についてのデー
タ整備が進み、多くの行政機関及び民間団体より資料が提供されています。

■ 非住宅施設の木造化の現状
　非住宅施設のうち、低層建物については高い割合で木造化が進んでいます。低層化が比較的進む
幼稚園・保育園・子ども園等の児童福祉施設や、老人福祉施設等の木造化率は全体の5割近くになっ
ています。一方、商業系・工業系施設は全体の床面積に対して建築着工床面積の割合が大きい中、
未だ木造化率が低い現状があります。

■ 関係者へのアンケートやヒアリング調査結果
　本書の作成にあたり、林業・製材・加工・設計・施工関係者および発注者等へアンケートやヒアリ
ング調査を行った結果、改めて、木造の意義や木造の良さを伝える大切さや、木造建築設計者のよ
り一層の知識向上の必要性が指摘されました。また、公共建築物では、シンボル的位置づけを付加
し地域材にこだわる建物も多い反面、民間建物は工法に関係なくコスト優先で建物建設を行う現状
が浮き彫りになりました。

■ 本書の位置づけ
　本書は、前マニュアルの対象であった公共施設に加え、民間施設にも対象を広げ、木材を活用す
る社会的意義の情報提供および経済性を検討することにより、木造化の推進を図る内容となってい
ます。
　社会の環境への関心の高まりや、木材の環境貢献度を伝え、改めて、木造・木材の良さを伝えて
いきます。特に、民間施設の発注者に向けて、商業系で主流の鉄骨造との比較を行い、木造との違
いを示しながら木造化の可能性を伝えます。
　非住宅施設の中大規模木造に新たに取り組む鉄骨造・鉄筋コンクリート造の設計経験者に向けて
は、木造特有の注意点について、工法の比較を挙げながら示します。木造住宅を設計してきた設計
者に向けては、大規模に限らず中小規模の建築物を含めた内容としています。低コストにつながる合
理的な設計や材料調達その他ポイントをわかりやすい表現を意識して紹介する内容としています。
　発注者・設計者の両者が、木造を選択する時の活用ツールとして担えることが本書の目的です。

■ 本書の留意事項　
　本書は、県内外の非住宅施設の木造化、および県産材の利用を促進することを目的として、関係
者へのヒアリング調査、建物調査および関係資料を参考にまとめています。コスト比較などの金額は、
その時の社会情勢により異なるため、一定の条件下の参考数値と考えてください。また、実際の建
物においては、個々の諸条件に合わせた検討および、法律・法令の確認が必要となります。
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【分離発注の
  場合】

【分離発注の
  場合】

木材調達準備・段取り

地域材活用の木造建築の事業フロー（主に公共）

・木造化の情報収集　　　　　　　　1 章・2 章・13 章
・木造化の意義・コンセプトの確認　1 章・2 章
・木材料のメリットデメリットの把握　　2 章・4 章・5 章・12 章
・WS の開催と意見・要望の反映　　2 章 -03
・コストの検討 　 1 章 -04・12 章
・木材調達の情報収集　　2 章 -07・4 章　　　　　　
・木材概算量の試算　　　4 章 -08
・基本計画書の作成　　　2 章 -03

木材調達計画の検討　　　3 章 -01・4 章
供給協力者への情報提供　事例

【参考例：主に民間の木造建築物で一般流通材活用の場合】

情報収集

検討

情報収集

施工・木材調達

情報収集 基本設計 実施設計 監理

・設計者選定方式の検討 2 章 -03
・木造設計に関する課題の共有 3 章～ 10 章
・木材調達方法の検討 2 章 -03・2 章 -07・4 章

・維持管理の方法　　　　　　　　　  予算化の検討　2 章 -04・7 章

設計者の選定

・木造設計に関する課題を踏まえた設計
　3 章～ 11 章
・木材概算量の把握と木材調達の検討　4 章
・コストの検討　3 章 -02・12 章

基本設計

・必要情報の提供　　2 章 -01・02・07
・木材概算量の試算　4 章 -08

木材情報の提供

・木材の調達時期の検討・情報提供　 4 章 -08
・木材の有効活用を図るための情報共有・提案　4 章
・業者・工場の選定準備　2 章 -07・4 章 -02
・必要木材量の把握

木材供給体制の検討・構築

・木材数量の確認
・業者間・他地域との連携
・伐採箇所の決定

発注に向けた準備

必要木材量、寸法の明確化　11 章

木拾い表作成

・発注方式の検討・決定　2 章 -03・
　4 章 -08
・（分離発注の場合）材料変更が生じた
  際の費用負担の検討　4 章 -08

木材調達方法の決定

維持管理方法　　　      の検討・確認

維持管理内容　　　      の検討・反映

【分離発注の場合】

維持管理計画

計画・木材調達準備

発
注
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発
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工
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施
工
者

工事発注・木材調達・施工段階 維持保全設計発注・基本設計・実施設計・木材調達準備・調達

基本構想、基本計画書の作成

情報収集

木材量、品質などの確定　2 章 -02

実施設計

木材発注

【一括発注の場合】

木工事の実施者の決定、木材情報の早期共有

施工者決定 維持管理計画

維持管理計画
の提案

設計者の選定情報収集・（設計者選定）

検査・納品

施工図の作図

調整

情報 情報

施工

【一括発注の場合】

【一括発注の場合】

情報収集 情報提供・施工検討

施工者選定

維持管理計画
の提案

施工 ( 木材調達 )

施工者選定

木材調達

伐採⇒製材⇒乾燥⇒加工

木材調達
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第１章

木造化のススメ

1-01 木材を活用する意義 
　 　● 森林のはたらきはすごい

　 　● 環境貢献できる木材

　 　● 地域の活性化

1-02 木の良さ・木の効果

1-03 木造はシンボルになる！

1-04 木造建築の性能・コストQ＆A

■ コラム
　　岐阜県内施設のコスト分析および、木材使用量


